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は　　し　　が　　き

本県の繊維加工業は,昭和44年鑑統計によると1,267億円の出荷を行

をい総=業生産の2 4帝を占め,依然高い構成比を示したが,近年この比率

は,他工業の県内進出により年々減少の傾向をたどっている｡

この織維加工業甲地場産業としては,放物･縫製工業が主力とをb約400

億円を上まわる高生産を行をい地域の発展に重要を役割を果たした｡

しかし,今日の繊維業界は,ひっ遺した労働事情と賃金上昇に伴をう省力

化対策,あるいは消費事情の変化進展に伴をう品質の改善,新製品の開発夜

をど極めて厳しい環境に立たされてV'る｡

特に,高島産地のクレープ業界では,無計画を経営と生産をどから,稀に

みる不振の状態に賄ったが,これを契機として産地全体に協業化等改善事業

に積極的に取り組む動きが見られるようになった｡

当指導所においても,こうした不安定を地場産業のクレープ及びちりめん

業界に対し,市場あるいは生産の動向をどを提供する情報活動を本年度から

新しく開始するととも牢,技術者を養成する中期技術者研修を高島産地内で

またクレープ撚糸業者に対する巡回技術指導を実施するをど,不振業界に対

し,横極的夜技術指導を行売った.

他の産地についても,ちりめん業界に対しては, 7クt)ルコンジュゲート

織経を応用した着尺地の共同研究を,また,麻着尺地業界に対しては,絹麻

混紡糸による高級婦人服地を研究し, hづれも新しい製品の開発に所期の効

果をあげることができた｡

更に,省力化に対する技術指導としては,レビヤ織機あるいは,ユニフィ

ルワイyダ-等新鋭機械の導入により,地場製品の試織実演や講習会を,あ

るいはまた,近代機械の展示実演会を開催する夜どして省力化に対する深い

関心と自信を与えることができた,

しかし,技術革新の現在,_新しい経済情勢に対応していくためには,今後

益々深い研究と適切を指導をめざして積極的に努力し,繊維技術センターと

しての役割を充分に果たしたいと考えている次第ですo

以下は,昭和4 4年度の主賓業務を集蘇したものであり関係各位の高覧に

供し,一層のご鞭捷とど協力をお願いする次第です｡

昭和　45　年12　月1日

滋賀県舷維工業指導所

所長　今　井　信　次　郎



I　試　験　研　究　に　関　す　る　事　項

I-1アクリルコンジュゲート繊維

を応用した着尺地の研究

次真寿義盛　　善息本音取村尾大鹿木長　師師師係導指　技技技

ぜ　え　が　き

現在高依着尺地はその原料の多くが天然繊維に依存してVlるため原材料費の変動や.人手不足

による労働事情の悪化に伴をvl今後の成長が難かしくをってきているe本県の長浜産地において

も古くから正絹使いの着尺が発達し今日に至ってかb.他の高級着尺産地と同様今後の対策が要

望されている｡

産地の将来を費えた場合.従来にをい新しい合碑素材を利鞘することによって価格の安定した

新しい着尺の開発をするとともに.絹遠の拡大と多様化を図り巷地の発展のための礎を確立して

おく必軍があるoまた高級着尺の場合には韓に織物の風合が重要視されるため･その新しい着尺

は.素材の特性を十分生かし.既存級物と同等もしくはそれ以上の散物でなければならをいo

練物の物理的性能の評価は.直接的に測定出来得るものと.官能的なものとがあ9.年に着尺

.地において姓.その判定が難かしく.その表わし方も問題があるが.比鞍的関係の深い単純物理

量を測定し,既存の紬着尺地と比戟検討し. 7ク1)ルコンジlゲート鎖線を使FRLで同等の艶物

を試作すろことが目的である｡

従って既存の代表的な6種の浜軸から物理的性能を求め.各種条件で試練した7ク1)ルコンク

ュゲート紬の物理的性能と比幹検討することにより既存の浜紬の物理的性経を有する7ク1)JL,コ

ン･jiゲート紬の開発と.その製級技術の確立を行をい.さらにこれらの研究成果エb.数種の

コソ.jlゲート紬の試織も′あわせて行なったo

1.研究方法

1- 1既存浜紬の物理的性能の測定

1-1-1試　　　料

(a)縫　糸　生糸28中/r4　95羽/5.78C爪　2本入

練　糸　紬糸17Bビス加工糸X450T/MIX

生糸21中xl本
>700T/MB

打込　85本/5.78cm

(b)経　糸　生糸28中/r4　95羽/5.78cm　2本入



緯糸①17日精練絹糸450T/MZ＼>700T/M8

生糸21中xl本　　　　　　/

②絹紡140/2/2X2000T/MZ･､

)850T/MB
絹紡140/2

打込　90本/5.78C祝　　配列1越

(C)経　糸　生糸28中jy4　95羽/5.78C花　2番入

練　糸　綿糸　1S s/1

打込　75本/5.78cm

(a)縫　糸　生糸28中//4　95羽/5.78cwt　2本入

緯　糸178精練絹糸

打込　8〔】本/5.78cm

(a)経　糸　生糸　28中/2　駒糸Jr5

絹紡竹節24B/r28中X50DT/MS

65羽/5.78C苅　2本入

緯　糸　絹紡5占B/2　竹節　打込85本/5.78m

(I)経　糸　生糸28中/V5　95羽/5.78cm2　2本人

練　糸①帝績糸148X4

生糸28中X1本

②締紡　56日/2

oOT'MZ>…T/M8

打込　85本/5.78czQ　　配列1越

1-1-2　試験方法

(11ドレープ係数

各資料よb直径2 5.4C7nの円形試験片を取り.試料の中心に約1cnの孔をあけドレ-7

テスターにて平面ドレープを次式よb求めたC

F=
A a_-S 1

S　2-8 1

ここにF　:ドレープ係数脇

-　Ad. :ドレープ形状面積

B 1 :試料台の面積

S 2 .'試料の面積

(2)風　合　量

各試料より2 DenzX2 0czqの試験片をとり.風合メーターによb風合量を測定したo

(3)剛　歓　度(450カンチレバー法)

2

各資料より2.5C爪X 1 5C爪の試験片を採取し. 4 50の斜面をもつ表面の滑かな試験機

を剛､.試料をすべらせてその一端が斜面と接したときの突出端片の長さを測定したo

(4)防しわ率

大きさ1cmX4C邪の試験片を採取し.モノサント法によb500欝の帯革を5分間加え

た後除重し. 5分後に蘭角鑑a)を測定し次式により欝出したo

防しわ鯛-HAL--x 1 0 0
18〔)

(5) EE縮峯および圧縮弾性率

試料約5C耽X 5cnLを採取し.圧縮弾性試験機を剛､試験片5枚を重ねて.初荷喜5 0ダ

/cdのもとで.厚さを測り.次に荷委5009/t諺のもとで1分間放置して厚さを測定し.次に

除薫1分後再び初荷重のもとで厚さを測b次式で圧縮率および圧縮弾性率を貸出したc

E縮鯛-1ヱ二L土xIDO
t o

圧桝牲醐-ヱむ二三ユx 1 0 0
t o-t 1

ここにt o :初荷薫を加えたときの厚さ(節)

t 1 :最終荷重を加えたときの厚さ(初)

to':初荷薫にもどしたときの厚さ(舵)

(6)厚　　　さ

厚さ測定器にて試料1枚の厚さを測定したo

(7)収　縮　率

各試料から2 0cJnX 2 0e枕の試料を採取し.経緯方向に1 5cmの刻印をした後.試料を

沸騰水で5 0分煮沸し,自然乾操および訴湿後刻印の長さ(Bを求め次式により算出したC

沸水収縮細-曇二㌔ 1 0 0
15

1-1-5　浜紬の測定結果

測定の結果Lr-t第1表のとおりであった｡
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第1衷既存浜紬の物性 劔剪�)守 ･# 蓬 ご ��(3)剛軟匿は経方向16.5-52.5花托.緯方向57.0-70.1加である○経方向.緯方向 とも風合量と同じ傾向を示し.特に経方向にやいては節糸を億円している試科白が一番大きく. 掠方向においては敷皮の影響が大きいo ��

-㌔-L試町ajbc上上上:こ./L望 劔劔��

硝締､＼一㌦｣ 冲F fll 劔 劔(4)防しわ率は経方向75.1-85.5勘繰方向69.2-77.8虜であり.各試料共大き 

蒜≡垂I=0-tl:8]54.4±1轟2士..5圭4這ヨ85-2±1車4i2I半…;--義 す丁蒜｢這訂完;39-hi;.I.項-2i51.2±2-9日42-.1.0-…=-璽≧ lIl 劔劔剿骰ｷが見られない｡ (5)圧縮峯は1n4-1占.8%.圧縮弾性寒吐75.2-79.6解で.各試料共大差は覆し､G (6)厚さは0.52-0.47職で.綿糸槙鑑の影響が見受けられるo (7)沸水収縮率は経方向7.5-15.9%.終方向は-n7-n7礎であるo紬の場合緯糸 が経糸に比べて相当太く.かつ剛いこと.また仕上時に経方向のみを緊張させて仕上を行なうた め緯方向の収縮率はマイナスになっている試料がある 

-r㌦T～E, 最i緯方酎9.8±1-7i11.4±1.5ぎ27.0±5.0 暮!事 �;48±1.0. lt 亦�"�(�ﾓ�篷?｣�繹�ﾓ�����9<R��袵�劔 

豊国16.5-.0.8j!26-5±n9!22.料4!2..5-'..2!52.5!..dH2.9±2.2-を墓室 
Z→I 品…経-i55.0±1.5恒占±1.畑70..±2.4.j7.Ojl5 It 剴xv�頡��ｳS%��ﾓ�縋鉄r紿�ﾓ"緝ﾇﾈ��ﾇﾂ�劔儻C���ﾓ(ｦX顗��ﾈ�,�.h.�4�4�8ｨ8ｸ5(987h8h5�ﾘ6y�IZ�,ﾉZ謁ﾙ4��ｹEﾂ��ﾓ"ﾓ�韋ｸ���ﾈ��ﾂ���

防わ極方向i85.5±n8 I 刹�-5!75.5±2.. 1 鳴��ﾔピR綛�ﾘ-ﾃhﾅﾃsR���ﾓ�紊�sr�(�ﾓR綛-ﾈ自����耳蔗闔ｨ鬚ﾕ���

勘繰方可72.9士..5巨4.7±2.4恒2±2,8!77.8±2.1ir75.2±u9 劔L_1-;笥 ‡77.5±2.7'~二雲 f 劔茶�俶x圷ﾋBﾆgHﾆ�.ﾘ7��耳ﾏｷ鉄�ﾔｔ��"��ｸ鏐4�4�8ｨ8ｸ5(5ﾈ5x8h5��ｸ6x鏐,h7(8X�ｸ8ﾘ93C�ﾔｘ,ﾉ¥x鏗�

圧縮率悌い5.2日5-4日5..㌦6.8i".4T11.6~一三~-;-頚 劔劔�(2)経密度は47.6本/cm.52,8本/C耽.58.2本/e7nの5種類 

監紳性率醜い5,2±2.8恒1±2.8i7,.6t5.0 剿都r綰釘粡"繹�ﾓB絣�ﾂ����ｨ磁�6��都偵域ﾓR絣�劔(3)緯糸密度は15_7本/cm.15.8本/C訊.1l.8本/C爪の5種類 (4)緯糸猷匿は2/24.2/50.2/5占の5種類でa/Lクイブであるo (5)経糸張力は級前布張力を測定し.2409.2209.2DD.gの5種類で.韓系は 2/50を硬掲し.緯密匿吐47.る本/C仇,緯密度15.7本/ctnとしたo ■以上の条件の■うち(2)(3)(5)の縫糸1輿形態は第2■表碍糸番号5のものを使用した 

厚さ軸n55 剽^n45㌦.52InS占毒n5占音0.421二一重 

漂締恒向10.4蔓7.9号15.9日5.7主即日7.5_1:._男 

晋潅方向-】可0.7=-n7トn7…n5享n7-､=:-- 劔劔僮ヽ.'い′ヽ〇 第2表緯糸の-〔∴..下林欄､ 
i I 重量(ダ/1反)!540 i �;57055.毒4497655至る26,=.-,S 

但し.重量に削､では.仕上巾56C仇.仕上長12cnによる｡p-:L~呑 (1)平面ドレープ係数は45.5-65.2虜であるDドレ-7'係数で娃緯糸の繊度が他の試.- 科より太い試料七)の場合.または樺糸.緯糸共絹紡節糸を使った試糊e)の場合は他の試料に比較-一一…享､一議 劔劔剌繿R-左撚ノ 

語誓いi2書5十十㌦いい目 
しドV-ブ性が悪いo≡::R }-_玩 縫糸の形態を考えた場合.①試料aJb.②試料C,a.L3)試料B.-①試料fの4グループに--:_与-義 分けられる.このグループから-ドレ-7.係数を比軟すると.繊度差の如いグループ①ではドレ■一一主要 -7.性に大きな影哲が認められをいoさらにグ--ブ⑧では轟..-i匿差の影響が大きく乱試料fは.…讃 乎糸が入ってい.るので壁糸のグループ①より良好を結果とT=つているD,:5 劔劔冤l 下於盲4DOi600妻808 上声可700甘可aoi700号-声亘車蕪 この表はたとえば試料1.はコンジiゲ-ト糸に400T/M/S方向に施撚したものにビユ- 

.-1冶 これらのことからドレ-ブ係数については縫糸の形態や組匿の影智が相当大きいo 劔劔刄鴻�40I)1本を添えて.Z方向に5DDT/M施撚したものと.同じく680T/M施拝した;.=-A 

(2)風合貴は.径方向7.6-51.29.鯨方向4.8-27.09である○経方向に如､て試:_責 劔劔凾烽ﾌを2越に製級するということである○ 

料eが大きいのQi,他に比接して出藍も太く.節糸使絹のためであり.p緯方向紬いては緯蔵匿､当 劔劔刪ﾈ上の条件で試織した織物について1-1-2と同様の試験条件で物理的性能を求め既存浜紬二一≡tJ 
?〟 の影響が大きい0-､二≠ 劔劔凾ﾆ比較検討を行なう○ 

4 チ_i:- 劔劔�5 妻 



仕上げは･糊按として8DoC･ 50分間温断コで処理し･精練は,ノイゲyHCを0.5g/G

の割合で訴合した中で70Oc～BDOcにて50分行在った.乾燥は1 050C. 20秒.シリンダ

ー乾燥し.ク1) Yブテンクーで巾出しした0

1-2-2　試験方法

これは1 - 1-2と同様の方法である｡侶し撚数変化の場合の試料は.経密度4 7. 6本/

C肌.経雪駄1 5,7本/cnT･. i;:L:2.度は2/5 6であるQ

1-2-5　剰這結果

(1)ドレープ性について

この測定結果を第1図に示すo

IX⊥

ドレープ係数　(多)

′0

T-ムー⊥

lAU上

苧雲海) 15･7 15･8 11･8

経密度帥)　　47.6

--･0--2/24

-A-2/5D

-Y -之/5占

IO Tl<⊥〔HHHX:

TA⊥

▼d⊥

TX･･t

TA⊥

T　-　1-Ol

～-　T5.7 ･.i8 -;i8 I-(ト.i･.,宣8 118.I

52.8 思2

ド　レ　ープ　係　数　(多)

--● -上擦500-占00T//加･Z

-@-L　　600-700

-A-a/5口　　　- 珍-　　700-奄oo

T由エ

T●lTー㊨｣噂-　●Il

T曾丁讐TI●-⊥

T㊨-I

240　　220　　A]0　　　　　4〔沿　　6∝】　800

経布張力(P)　　　　　下　撚(T/M･B)

第　1　囲　　ドV-ブ係数

緯糸密匿が粗くなる程ドレープは小さく怒る｡一方縫糸密匿との関係結審になる程大きく在る

傾向があるが.その影響は緯糸密匿との関係と比べて少ないC練糸琉匿が太く覆ればドレープも

大きくたり,この関係はほぼ直線的に比例している｡また堆変化によるドレープは下撚が大きく

なればドレープは小さく上撚が大きくなれば小さくなる傾向にあるo

縫糸張力変化による影響は少TrいD　したがってドレープ性は総皮･練糸密匿の影響が大きいo

浜紬の場合と比故してみると.浜紬の一番小さいものまでは行かぬが.大部分がその範囲内に

入っている｡しかし経密空が密で.打込みの多いものや.勘定の太いものについては悪い結果が

出て来る｡
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この場合の経密夏5 8.2本/cm.緯密度1 5.7本/C初.繊匿2/2 4のものはオー′1-スケー

〟( 5 0 g蚊上)し此戟対照が出来か､のでデータ-よb除いたo

経方向について緯糸密度が密に在るほど風合量は大きく.経牽匿が密に在るほど若干大きく覆

る傾向があるoまた綻繊箆が太くなるほど増大するo終数の変化では下撚が太くなるほど大きく.

上撚を多くすれば′｣きく在るo経糸張力変化による影響は少ないが.樺方向･緯方向共張力を増

大すれば風合量は大きくたる傾向があるo　この風合畳における経方向-の影響は打込み密度が一

番大きい｡

緯方向については大体経方向と同一な傾向にあって.やはり綻密度の影響が大きい｡

既存浜紬との比額では好方向で繊度の太いもの†経密鑑の多いもの▲　羅賓鑑が多いものが風合

量が大きく出ているが.全般的に高い値を示した｡橿方向は浜紬の最高値のものより大きいもの

はTzく.同程匿のものが多く.浜紬d.のどとく準に値の低いものもをいようである｡

(3)剛款鹿について
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第　4　図　剛　軟　慶(経方向)
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第　4　図　　剛　軟　慶(経方向)
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第　5　良　　剤　軟　慶(緯方向)

経方向については繰密匠が密になるほど大きくをb.経密度が密に在るほど大きくなる｡撚変

化では下於を増やせば大きく怒り.逆に上群を増やせば減少するo威少の匿合娃下幹が大せいほ

どその差が大きくなる｡張力変化による剛軟匿は有意差は見られ覆いが.張力を増やせば大きく

なる傾向にあ9.経方向の剛軟匿は緯密匿の影響が一番大きいo緯方向については緯密匿が密に

覆る程大きくなり.また緩概匿が太くそるほど大きく怒る｡また経密匿が増加すれば若干硬く在

る傾向がある｡その他種張力.坪数による変化傾向は認められないo

浜紬と比殺した場合.瑳方向は全般的に硬い傾向にあるが.経方向では比較的軟かい傾向がう

かがえる｡
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第　占　図　防しわ塞(経方向)
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第　6　図　　防　しわ峯(経方向)
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第7囲　防しわ峯(緯方

経方向において.鰐密度が粗くなる憎ど防しわ性は良好とな9.終審匠の影響は見当たらか､o

また緯繊度が細くなる(,%ど良好と怒るoその他経密鑑および経糸張力.撚数の変化による防しわ

率への影響は見当たらなかった｡

緯方向においては終審藍が粗くなるほど防しわ率は良くなるo経密匿の影響は見当らない綿糸

織変は太い方が高い値を示すようである｡

経糸張力変化では張力の小さいものが良いようである｡

上撚および下襟の変化による影啓はみられなかったo防しわ峯においては経方向･緯方向とも

に終審匿の影軍が一番大きいQ

浜袖の試料aは薩方向で高い防しわ仕を有しているが.他はほとんど同じであるし.コンジl

ゲート使桶のものも同程匿.あるいは若干高い値を示しているo　しかし緯方向はコンジュゲート

糸使用の場合範喝が大きいが.経智匿に関係をく.縫糸密変の粗いものは各棟匿とも浜紬の場合

より良好である｡

(5)圧縮率および圧縮弾性率について
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第　8　回　　圧　縮　率

EE縮率は.繰密変を密に.経緯匠を太く,揮糸張力は大きくすれば小さくなるoまた捧教変化

で綻.上搾･下拝を多く施した方が′トさくなる傾向にあるC

浜紬の壁拝便吊のものと軍紡糸倍吊のものが良い結果を示している那,これは糸の持つ剛性に

よるものと考えられる0　7クl)ルコンジュゲート使用の場合躍密匿が多いものについて低い値と

たっているが.これは糸自体膨張し.密度変化によって押さえられてしまったものと考えられるC
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第　9　図　　圧縮弾性塞
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第　9　図　　EE縮弾性賓(解)

圧縮弾性蜜においては各条件における影導は見当たらをかった｡しかしこれは,全般的に既存

紬と変わらぬ値を示しているo

(6)厚さについて
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2.綿　糸　の　配　列　変　化

1 - 2により試赦し.その制定結果から既存浜細とほぼ同じ物理的性能を有する7ク1)ルコン

ジュゲート紬を試練することが出来たが,個々の物理量に差異がなくても.商品的価値の有無に

っいても検討し潅げれば怒ら恋いoすをわち今までの7ク1)ルコンジ.>ゲート紬においては.便

岡原糸の毅軌控形態によって製絶中に親臨間に小さな間隙が生じ.精練仕上後も若干それが残

るものがあって商品商値を低下させるきらいがあるC盲た合繊特有のヌメリ匿を解消するため教

程の試粒を行った0

2-1綿糸配列変化の経糸試料　(経密藍528本/cm)

(1)アクリルコンジュゲート糸の平糸交織

①　7ク')ルコンジュゲート2/56X6日OT/M8･＼

15i
>占00T/MZ

ビューロン4DD

②　アクリルコンー).>ゲート2/5占(平糸)

②　アクリルコンジlゲート2/5dX占OGT/MB＼
>800T/MZ

㊨ 7クリルコンジュゲ-ト2/56

(3)紬糸10/1X占00T/MZ->80DT/MB

ビューロン40D　　　　　　/

緯糸配列　①②喧援)　　縫糸審匿1 5.7本/C珊

2-2　配列変化の測定結果

第8表　　　　経糸配列変化にょる物性

ビューロ/40Ⅰ)

練糸配列　①軌宣舟　　綜糸智匿1 1.8本/C現

(2)紬糸との交織

① (1)のCl)に同じ

②　細糸10/1に--平糸

③ (1)の喧)に同じ

終糸配列　①⑧(拍　　縫糸密匿1 5.7本/e7n

r3)真綿糸との交線

① (1)の(かに同じ

②　真綿糸220Ⅰ)
■

(㊨(1)の(Bに同じ

練糸配列　①(軌宣②　　軽糸審匿1 5.7本/C机

(4)紬壁と7クリルコンクiゲ-ト壁の交織

①警10/1×60OT'MZ>8DOT/,A8

ヒ1-ロy40I)

⑧　7ク1)ルコンクュゲート2/56X800T/L48

t='i一口/4 DI)
>800T/L年Z

縫糸配列(主権) 'J　　　縫糸密直1 5.7本/C枕

(5)紬壁と7ク1)ルコンクlゲート平糸の交織

①　紬糸10/lxム

ヒ'1-ロy4DI)

22
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＼ 劔 

試料＼､＼… ___二ゝ_ト.･.__ �6x8ﾈ�ｸ7HﾅyT��"�経方向 �ﾉ_ｸﾏﾂ�経方向 ���ﾂ�好方向 �-I_ｸﾏﾂ�

1. 田����29.5 ���絣�50.5 ����CRﾓ&塔����都ゅr�
l 劔����

? � ��5aO ��( 套ｴﾄ��
2 售SX璽X�3&綛*ｳr絣�劍�ｲ�CR繧�s������

5 鉄b纈�! 17.5!5.0 �51.0 鼎R紕�8nD 都ゅ��

4 田"���19.5喜1n2 l �50.4 ��V蔗��81.5h?.o i 

5 田U���17.5!8.0 i �29.5 鉄B���! 82.0!78.1 

5種類の交級および経糸配列を変化させた測定結果は第8表のとおりであるo

その結果経方向においては試料1の風合量を除きあまり差が見られないが.経方向において特に

裏綿糸を使った場合紋匿が価いために風合量.剛軟匿は良く.夫々について組織間の間隙も無く

することができたo　しかし.ドレープは既存品よりまだ若干好ましく覆いが.風合量･剛軟匿は

一部を除き.ほほ同程匿であり.防しわ性は経#_とも良くをっている0

5.ま　　　と　　　め

既存浜紬の物理的性能を把握し.アクリルコンプュゲ-ト糸の特徴を生かして.従来の浜細と

同等のしかも肉のある紬を試織することができたが.織物の物理量として一般に測定されている

単純物度量の評価では表わせか､膝や触感VLついては.これらの複合的をものとして評価される

もので.放物の官綻検査の方法はあるが.人選が難しいことエbこの判定bj:しなかった0
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ドレープ操数(#)

第1 1図のグラフは浜紬とコyジュゲート糸使用による紬との物理的性能を比東したものであ

る｡

各種判定結鼠従来の漁船とほぼ同様の値を求めることができ.その範囲内におさまっているo

ただしこのグラフは詳密匿4 7.6本/C椛.緯密匿1 5.8本/C布の条件のもので. 7ク1)ルコンク

iゲート糸2/24. 2/50. 2/58億円したものであるDこれに上れば.風合量において

経および経方向共. 2/5 0がほぼ中間値を示している.
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iた剛軟匿,ドレープ係数.防しわ率においても大差は見られ潅いo圧縮率にかいてはやや低

いが.圧縮弾性家においては.既存浜紬よ9良い結果が得られたo厚さにおいて約5 0帝位厚く

なっているが.既存の浜紬の緩糸校定と異な9.鵜匠が太いためで従来の肉の夜い浜紬とは異在

った裏目の紬が出来たが.コン-}ユゲート椋経を便岡して製織する場合.ドレープ性.風合量.

剛軟匿の小さい,且つ防しわ性の良好をものを作るためには織匿が細く蜜匿がそるべく粗い方が

良く.縫糸張力はあまり影響しか､B撚数は下拝,上顎による影響が出るため夫々で組み合わせ

を考慮し75:ければならないo EE縮性は密匿変化より細い穐匿のものを選んだほうが良いが.撚は

上･下林の多いほうが良好であ●9.圧縮弾性については械匿.密匿.張九撚の影響は見当たら

をいo厚さを出すためには.当然鵜匠の太いものを絹いるのが良いが.着尺ではあまb厚くなる

と.重量.剛さ.ドレープ性が悪くなるので鎖匿の選定も充分考慮する必賓があるQ

アクリルコンジュゲートの壁撚と平糸の交歓.また他繊維との交織により.既存の浜紬と同様

のあたらしい交織紬の試織が出来たが.今後の研究として他繊維との混撚.混紡による試敏を検

討するo
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Ⅰ-2　MA Vレピア織機による

綿クレープの製織につLlて

馴馳m紺脚洲州別馴馴舶溺捌州潤朋朋州聯潤閉

技師　鹿　取　善　寿

1.日　　　　　的

綿クレープにおける省力化のワンステップとして.革新級極による製織の中で.比攻的美馬

化されているMAV ･ I/ビアルームによる製織がどの程匿可能であるか.叉それによって生産

の増加.品質の向上に寄与することができるかを検討しをがら試級を行浸った0

2.製　紙　条　件

A.特　　　種

MAV tレビアルーム14De戒.単丁.平開口--綜就枠枚数占枚(レノー糸2枚･地

4枚)

レビアルームとは.従来のシャットルのかわbに.特殊をニードル(通称レピア)を恥,

るもので.一方又は左右からレビアを挿入し.緯糸を供給するものであるo

MAVは.フランスのSAOM社との技術提携によって開発された簸野織機で.国内では

津田駒工業が生薩販売を行をっている｡

機　構　と　問　寝　点

oヨコ入れ方法は.左右のレビアが直線運動を正しく行なわなければならず.その方法とし

てスコットラ,セJL,式厳正直線運動を広岡した方式を採用しているo

▲　　ー　　⊥▼

この方法は左図のように. AB=BC-BI)

になるようにB点を取b付けて. Aを支点とし

て円弧運動をさせ.レビアステッキのI)点を上

下させると.レビアはAI)と直交する線上を正

確に直線連動をすることにそるo

このような運動は.敵機の高速化に伴ない.

シャットル敵機にも応用されつつあるo

ヨコ入れの特徴は.練糸先端を把持しながら

開口が閉じるまで糸を保持しているために.製

敏中の張力窪を生じることがなく.又撚糸され

た糸にも近間出来るo

掠入れと絹口の閑係については的口が始まる

と同時に繰入れが始まb.閉口寸前までに完了

するために.織機の回転に対して髭入れ速乾が遅く.そ(')スピードは約8.2 5m/BeCで

従来の続演(約1 5.5m/Bee ) i:り遅いoだから綻糸を保護する上からも.弔い糸にも
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典故可舵であるoしかし.このような機構であるために.タイミングを大きく変えること

は出来なくなb.組物によって仇風合いに与える影響も考えかすればいけないo

oその他歳の使用について.例えば.経歴狂は変えか､で.通巾を変えたい場合.その巾

が1色梢( 2 6cnz以上). (多色開占,･･耽以上)の時は歳を変え浸ければならず,各種の巾

を必要とした場合は.同じ茂杏匿においでも.別の筏が必要となるo

o又. L'ビアを交換すること把より.合成繊維･綿糸･麻糸･托毛.紡毛糸等あらゆる織総

の製級が可経で.その捨藍範囲も一役にフィラメント糸をら15-168DD.綿糸なら1

⊂t

- 100U　番手であるoしかし単丁又は多色鮭の場合においでも.意匠撚糸糸の場合や縮

緬鰐のように固く表面の粗い糸の製紋娃革かしく.又多色装置を使用して絞藍の異なった

糸を規則的又は不規則的に繰入れをする場合においても同様のことがいえると思われるo

o据付面額において.フレキシブルをスチールテープを利鞘した繰入れでなく.左右一対の

中空スピンドルによるものであるため.横方向の面南が大きく漁るo

a.仕　掛　品

o綿ク　レープ　経　糸　綿糸　60/1 72本/2.54cnz

経　糸　綿糸　5]/1.60/1.　　　80/1

占9太/2.54cn1 75本/2.54C茄　85本/2.54C7%

篇通巾　　　　1 52.5cm

○回　　転　　数　200王･p皿

oレ　　ビ　　ア　スパン用

oテ　/　サ　ー　ノ;I/ド1個.ワッシャ-テyサー5個使用

oカ･/ク　ー　スノくy鞘(金属ブタシ†)

○規巻　ロ　ール　ゴムスト1)yフ

oレ　ノ　ー　糸　綿カタン糸80各地･捨耳共(5本がらみ)

○給　糸　形　状　コーン

o僅　糸　張　力　140ダ

o緯　糸　張　力　5D/1--12vg. 60/1--.･10g. 80/1･･････1Gl;

o布　張　力　左･･･-150g.中--17ログ.右･･･-150ダ

0枚　上　巾　50/1-･･･128.占e訊. 60/1--125.5cnl. 80/1･･-･･122.2enE

(放縮　4.5啓　　　　　5.5虜　　　　　7.8虜)

1)緯糸比籍機の右外側のク1) -ルにかけられた大きなコーンから絵糸される0

2)続横の左右にレピアを有し.右側L,t=-7により9]断直後のヨコ糸先端をつかみ.歳中央

まで持ってきて反対側からきた左側レビアに緯糸を渡し.左側レビアは緯糸を給糸反対側

の耳端まで持ってくるので.糸は全巾に綻入れされる,なお銭の中央での縫糸受け渡し時

には左右レビアは控触しモし､0
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5)縫糸先端をつかんで繰入れし.開口が閉じるまで緯糸端を保持しているので.撚糸した 逃�ﾒﾂ� ��1 5.試織結果と考察 
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いるo

停台原因の多くは.縫糸切れにあることは明らかである｡この縫糸切れの原因を少をくす

ることが稼働率を向上させる大きな要田とをるo前述のように獣邑紙磯と比べて経糸切れが

少をいものと考えられるにもかかわらず.経糸切れの割合いが44虜を占めているoこの縫

糸切れについての原因は次のグラフのとお少であるo

(1)経糸切れについて

稼働率を上げるためには経糸切れの減少を計らなければをら希いoこのように経糸切れ

による停台割合いが多い場合自動放艶又.革新放磯の導入についてその効果は余り期待

出来をいCしかし.これらの原田を詳しく分析してみると.その多くは準備=程に問題が

あると思われるoこのことはどのような=巷にお･いても前工程の是非にエb後工程に支障

を来たすものであって.この場合準備工程におけるどのプロセスも重要であるo

(2)サイジングによる欠陥

療篠繰入方法であるために糸さばきが悪くて開口が不十分でも経入れが行なわれ.その

経糸を切断することもあるo又.糊付けが甘い場合.風綿や落綿がひどくなり.静電気に

よる吸引.空内の対死をどによって.経糸に付着し開口不良の原因をつくるものと思われ

る｡

(3)稼倣率と温湿匿の関係

総統布工場において温湿匿の影呼は大きいことは盲うまでもか､o即ち湿匿の高い方が

稼働率は良いo従って時季に上って生唾性が変化する｡

又.一日の温湿匠を見ても.朝夕と日中においては変化があ9.稼働率に変化を尊たす

ので温湿変調塵を行たって製品の向上と稼働率の向上を計らか1ればいけたいC試抱にお

いて.給湿なした場合と.しない場合を見ると.経緯糸共占0/1億円のとき.前者におい
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て経糸切れが25本(稼働時間7時間).後者は5本(同5時間20分)と著しく減少し

た点に注目したいo　このように.温湿匿特に湿匿に対する影響が大きいことは明らかであ

るo綿絹布工場にかいIrqi.温匿2DOc ･湿匿80虜以下にすることは.あまb好ましく

ないと言われており.叉このようなことは.サイジyク時における梯材料.糊付条件や原

糸等によっても多少異なるために.一概には葛えないが.綿糸自体が吸湿を受けることに

よIDで強力を増し.製筏工程においてその効果が特に現われるものである.しかし放物に

及ぼす影響は.現象より湿匿の方がよbその作周は大きいのであるが.温匿V_よって.そ

の空気中に含み得る水蒸気量が変化するCつまり温度が上昇するほつれて含み得る水蒸気

量は増加するo　このことから濫匿が低くでも湿匿を上げれば良いという訳にはいかず.特

に生産性の向上をはかる上にも.温湿匿の調整を行をう必要があるC

(4)縫　糸　切　れ

･給糸において.緯糸は別の,(,ケージから供給されるために.給糸ョ-ンから織口まで

の距離が長く.特にクレープのように強撚糸を使用した場合.チリが入らないように注意

しをければならをいoその防止方法は.パッド.サル77ティ.ワ./シヤーテンサ等を組

み合わし.経抜け･鰐切れ･チリがか､ようにしそければ在らず.この織横の最も重要を

給糸および経糸張力の調整が報かしい〔特にクレープのよう夜.細番手でしかも軽舟糸の

場合は特にその調整技術の良否がレビアミスや経糸切れの原因となる｡

下のグラフは経糸切れの割合いを示すものであるD

この原閏の中で半分以上がコーン巻き不良による練糸切れであるが,コーン上げのため

切断が多く.結び目が出来それによる糸切れが含まれている｡この原田について.綻糸切

れ.バックワインド等も含まれ.この工程において縫糸の弱い部分はできるだけ除去する

ようにしたくではいけない0
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給糸の形状としては.いろいろあるが.紡穎糸の場合においでもフィラメント糸におい

でも最も良いものはテ-JlLアンドコーンで.コーンに卦いては.綾落ちやバグクワイン

ドの夜いように巻き上げには注意しなければ怒らず,紡績糸.およびフィラメ/ト糸め場

合にかいても.チーズ･J1-ソ･バーレルボビンや,つば付きボビンはあまb良くをいG

これは解厨の際に過度の張力を与え糸切れの原因をつくるo　このように.練糸準備におい

ても.巻硬匿.トラバース.ワインド数,形状に大きく影響されるから十分に注意しなけ

ればいけをいD

(5)レ　ビア　ミ　ス

レビ7ミスによる躍糸の状態

①　縫糸が放物巾の中央まで挿入されているo

②　縫糸が放物巾の中央まで挿入されて卦9.右レピアのグ1) γバの中に縫糸の切的蒜が

わずかに残っている｡

(釦　歳打後.織巾の右
1/4

のところで折b返っているo

③蔑打後,級巾の右叛のところで4つに折れている｡

その他経糸が数cntのみ糸があるをどあるが.これらの原田は調整と機構にあるが.左右

グリブJl'の圧力.レピアとガイドポールとの間隙.かみ合わせ畳.等の調整.開口タイミ

ング.給糸カ,クーの調整.レビアの角匿.レビア取付ヒンジ等も関係してくるD　これら

の調整は正しく行なわなければならず.最も難かしい給糸張力の変動によるミスが目立つo

綿クレープ糸は糸形状が強鍵のため不安定であり糸強力も少か､ので調整が難かしい｡ I/

ピアミスについてはある程変経験し別､と判ら別､問題であるa

4.ま　　と　　め

クレープの試級についてレt=-7放機を利鞘したのであるが.その結果と注意事項について.汰

のことが言える｡

o高性能･高速匿の筏機の導入に際しては.従来の準備=程の管理.方法についてQL十分検

討する必要がある｡注意事項として.整経やサイジングの場合ワキシンクをするo

整経するとき.特に耳附近の経糸がゆるまないようにすることo

o給糸の調整によって能率が大きく低下し.クレープのようを経糸においでは特に注意しなけ

ればいけないo又.コーン巻きの場合.チ-JI-は5050/～5090'が良く.紙菅は糸のす

べDにくいものが良いo　これは糸屑が少なくなった場合コーンくずれを生じることがあるo

oコーン仕上げの際.弔い糸の部分は除き.結び目はコーンからはずしておくo

o稼働率においでは.準備工程や調整によって2-5帝向上する｡

高性能横であれば一層その取り扱い技術が.その稼働率を左右するものであ9.本試験は不慣

れを状態でテストしたため充分なデータを得ることが出来をかったが.製紋困難と思っていた綿

クレープではあったが品質･生垂共良好であった｡
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I-5加=紬糸による試織について
一風合と染色性一

技師　大　音　　　　真

技師　木　村　忠　義

1.は　　じ　め　　に

長浜地方において生産されている紬放物は月産25.0 D O反余りあり.その中の約50魂がビ

スコース加=縫糸で製織されているo 'k'スコース加工の場合光沢もよく.適当な腰が付与され.

しかも放物にした場合シポ形状に変化をもたらす長所をもっている｡しかしその反面染色性が劣

り染料の選択が必要とモb充分な色相を得がたい欠点をもっているoそこでこれらの欠点を改善

して絹本来の風合をいためず適匿を腰をもった抽織物を開発するたuTJ)新しい2-5の加=練糸に

よ少紬放物を試放し.風合及び染色性の改善を目的に試験を行そった0

2.試　験　方　法

1)試　織　条　件

(1)経　　　糸

a　倍匿:生糸28中/4　　t)密匿: 190本/5.78C7n

(2)練　　　糸

a　麓匿:先晒絹前掛糸10S(但しマイシルク加工技158便開)

b　密度:平紬　58本/5.78C凡　　カべ紬　54本/5.78C7n

c撚数:平紬0　　　　　カベ紬紬糸458T/nZ>658T/nZ

生糸21中xl

2)加　工　条　件･

(1)各種加=の種類と記号(第1表のとおb)

(2)加工の種類と方法

a　無　処　理

b　ビスコース加工(専業業者に依頼加工)

C　マイシJL,ク加工(専業業者に依頼加工)

d_ .PVAの不溶化による加工

㊤　加工二番

ツポ糊付→乾煉→熱処理ー撚糸-製織

(診　濃　　　匿

≡験番号 棚料＼-､＼ 鉄��SB 

pvA#117 ���2 
サンソしづレ♯210 宝R�5 

汰 涛B�95 

計 ����YB�l .一oo部 
l 

各種加工の種類と記号(第1表)

1 :未　加　工

2　:マイシルク加工

51 : PVA加=

52 : PVA加工

4　:カゼイン加工

5　:ビスコース加工

占1 :コンニャク加工

占2 :コソ三†ク加工

72 :シーザーゴム加工

73 :シーザーゴム加工

褒　蕗　藤1　2　2

啓一倦　妥　帝1　2　2　5



e　コンニャク糊の固着による加=

㊨　加工工程

ツポ瑚付-乾燥-固着-乾燥→塾糸→製織

⑤　鎮　　　定

◎　固　　着

珊砂10弧ソーダ灰18取水80軌計100部　bOllX15皿in浸潜

f　シーザーゴムの固着による加=

④　加工工程

ツポ糊付-乾燥-固着-乾燥ー撚糸ー製鉄

⑳　鎮　　　ま

⑤　固　　着

珊砂18執ソーダ灰10軌水80軌計100部　boilX15min喪済

g　カゼイン糊の固着による加工

⑤　加工工程

ツTk'棚付-乾燥-固着-乾無→控糸ー製放

(昏　凍　　　変

㊥　固　　　着

ホルマ')ソ(57%) 50如oB　80oCX50min浸清

江各軸=濃匿わいではいろいろ前試験を行-従来のビスコース加工程変の糸の硬さ

と同奄乾のところで敢変の基準を選定したo

(3)ツポ糊付方法(第1図のとおb)

5)各種加工について

①　マイシルク加工
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第1図

ツ　ポ　糊　付　方　法

トラバースガイド

ガイドロo}ト

原糸チーズ/

絹の増量加工の一種で絹綴経のフイ7･ロインと高分子スチレンのグラフト乳憾合加=されるo

その増量率は5 0卯で自由に増量可柁となり･光沢風合は滞本来の特性を損うことたくバルキ

ー性に富んだ縛品質改良増量増嵩加工方法である¢

②　pvAの不溶化による加=

pvAの不溶化方法として従勅)高温熱処理1 5 0℃～l d Doc/4-5 min(U)熟酎ヒ性樹

脂との併鞘いう7セタール化(ホルマ1) y処理)等が行なわれているがこれらの方法はある程度

の加=設備を必要とされるので簡単に便吊しにくい欠点があるo今回行怒った加工方法はそのよ

うをことがたく･ pvA水溶鞍に変成尿素系のサンゾ-ル♯2 1 0を配合して後水分を削除く

ことにより水に不啓性の架橋結合が得られ簡単を乾燥処理のみで使鞠しやすい特徴がある.

③　コンニャク男娼の固寿による加工

コンニャク粉の主成分はコンニャクマンナyであb甚だ粘着力に富み水に溶解して横枠放置す

れば教時間後完全に湖化して透明と在るoこのコンニャク紛水溶液に7ノレカリ類を加えれば凝固

して惨状とたる性質を利桶したo

L3)シーザ-ゴムの固着による加工

シーザーゴムは天然ゴム類中のローカストピーン系に罵しその主成分であるガラクトマンナン

はアルカリ類(苛性ソーダやホウ砂)咋よってその瑚液の粘性を増加さす性質を利鞘したo

第2図にその凝固状態を示すC

⑤へ_カゼイン櫛の固着による加工

牛乳中に存在するタン,,･ク質の動物性糊剤の一種でカゼインを梼成するアミノ酸はグルタミン

酸･ロイシ/∫ 7)ジン･テロシソ･ 7ルギエソ等, 20数僅あbこの加=はカゼイン樹液がホル

マ7)ン液にて硬化して粘性を増し固着する性質を利棉した0

4)物性試験項目及び方法
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第　2　図

シーザーゴムのホウ砂液中による凍固作用

B:ホ　ウ　素

0.'ガラクトマンナン分子中の水酸基

.二･･　:.･

!:il

y- --＼＼　P

j'　~＼＼⊥-　L

①防シワ率

各試料よb lc耽X4e-試験片を採取しクリ-ズテスターを剛､5 D D-相をかけ折目を

つけた後5 min間放凱てから開躯(a)を測定し次式によ帽出したD

α
防ツワ率(射-千-すすXI 00

②ドレ-ブ係数

各試料工場径2 5･4cmの円形の試験片を採-ドレープテスターによ-面ドレープを次式

にょって算出したo

F(i)-舘票圭1 00

威　風　含　量

F :ドレープ係数

Ad :ドレープ形状面積

S I ･'試料台の面積

S B ･'試料の面債

各試料よ-0 2 Ocnx2 0細の試-をと場合メーターにエ場合量を算出するo但し剛は

経10初･経5 0取として試験したo

④剛歓匿(450ヵンチレバー法)

各試料よ9 215cnx 1 5C-試験片を採-450の斜面をもつ表面の-らか帽親機(カ

ンチレバー)を剛､試料をすべらせてその一端が斜面と-た時の突出断の長さを求めて剛軟

匿をあらわした｡

⑤　厚　　さ

厚さ測定器にて試料1枚の厚さを制定したo

⑥織物喜量

各試料よb 2 0mX 2 0C-読-を採-その重量を直示天秤で測定し単位面盾当たbの重
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量を算出した｡

以上①～⑥の試験項目に別'て試料は2 4時間標準状態( 2 0oC.占5%RH )に放置してか

ら測定を行在った0

5)染色性試験

直接染札酸性染料の4染料にて下記条件によ帽染法にて染色し測色色差計より主夜長.明

度.純匿の三刺激値を測定した｡

染色条件　　　　　　　　　　　　　　染色(浸染) .

染削05g/b酢酸(50%)29/B苦硝20啄Iiql:loo 2DoC 20m僻

使　用　染　料

Eayakll d-ireCt Blue　2B　(正教)

Eayaku a-irect Ere,en B　(直接)

Suminol milling green G　(故性)

suminol znilling Brill Blu白 a Cone (駿性)

占)光　沢　変

可変角変光電光沢計にて200 A 450 I 600 ･ 75Oの各角匿における光沢壁を測定した0

7)付着峯　加工前後の試料の重量差より次式によって計算したo

綱-翠-xlOO　菜.i蓋…露語芸霊宝

注　製敵後の生地は現在の紬布の精練漂白仕上加工条件王国-条件にて加工を行なった0

5.試験結果及び考察



1)防シワ性について

防シワ性が高いほど放物着-ツワになbにくく-としては望-い〇第5図の結果よbカ

べ紬･平紬とも経加が緯方向よりも高いo各種加工-よる差は縫方向はみられず緯加に顕

著にあらわれているoこれは縫糸が加工されている為で加=剤-でかイシルクが一番高く未

加工シーザ='ム･ PVAの各グループとコ/-ヤク･カゼイン･ビス加工のグループ柑けち

れるoマイシルクの高いのはその加工が嵩高性質をもっことによ9う夜づける○相対的にビス加

工よDも高くなっている｡

2)ドレ-ブ性について

この値の低いものほど織物が柔かい性質を示し･練糸に加=されている-剤の影凱軸木全

体としてドレープ性があらわれている0第4図にドレープ性をあげているがマイシルク.シーザ

ゴム･未加工地軸柔かくをっているoビス･ PVA･コンニャク加=は一般絹く.又加工

強圧とは比例している｡

●

0　　●

1　2　51　52　4

●

●

●

0 o

O

0:カべ細

●:平　紬

●　　●

5　6l d2　72　73

第4図　　各試料のドレープ性

5)風合量について

各試料の風合量にっいては第5図のとおbであるo平紬･カベ紬とも経方向については± n2

如揃ってお-みられ-o各種加=-よる--方向-著にあらわれているoマイ

シルク･ -/-ザゴム･未加=は風合凱低く柔かいoコンニャク･カゼイン. PvA加工等はビ

ス加工と同程度の硬さを示している｡
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第5図　各試料の風合畳

4)剛軟変について

第6図に各試料の剛軟匿を示すo平紬･カベ紬とも経方向日も緯方向が高く硬いことを示し

緯方向の加=剤別の相違がみられるCビス･カゼイン･ PvA.コン二十ク虹等は硬くシーザ

ゴム.マイシルク･未加工如柔かいロ-･マイシルクにおいては-原糸が1 5 Bの細番手

にもよらず他の加=剤と同程匿の値を示しこの加工の増量増離質の特徴がわかるo

59

第6図　各試料の剛軟慶



5)厚さについて

第7図1:り平紬.カべ紬ともマイシルクの場合俊明原糸が1 5 B細番手にもかかわらず厚さが

高く在っているのはこの加工の嵩高性質があらわれているo比故的ビスは高く示している反面シ
ーザゴム,未加=は低く怒っているo

平　　　　　　　紬

㊥　　　　　　◎

㊨

㊨

●　　　　■　　　　●

カ　　　ベ　　紬

㊥

㊨
㊨

◎　　㊥

㊨

1　2　51　52　4　　5　　61　6:　7:　73

6)重さについて　　　　　　第7図　各試料の厚さ

棚付帯峯と関係してかD各種加工した場合重くをろのが当然でその程度は加=剤の猿匿や種類

に影響される0第8図に各試料の重さを示し加工剤別に比敦すればビス. TVA.コンニャク.

カゼイン.ツーザゴム加工等は重くその反面未加工.マイシルク加工は低い｡マイシルク加工の

場合原糸の1 58という細糸にも上らず他の1 0日の加工糸と同じ重さを示しておb S口承増量

がわかる0,.　-

㊨:カベ抽

●･:平　細

重

さ　15

14

15

物　12

40

㊨:管
-

@　㊥　◎●
㊨

㊨

●　　　　　●

1　2　　51　52　4　　5　　61　62　　72　73

第8図　各試料の重さ

7)染色性について

直#･酸性4種類の染料で染色した結果は第9図のとおbであるが.ビス.マイシルク加工の

2つは一部の染料によって染色性が悪くそっているD Eayaku direct Blue 2Bの場合

で主披見純藍r明鑑の三刺敵情ともビス･マイシルク加=の2つが大きく変化しておb.染色

性が悪くこの2つの染色布を肉眼で見た場合･はっきりと染着差が認められるoこの原田として

第9　図　各　試　料　の　染　色　性　に　つ　い　て

K-ku direct BEue　2B Sumi7701 Milling Bγill Blue cone

｡ ＼0- 0＼｡/o/0㌦一0-0/0

o'oLo,o,xolo,oJoC;, 497

X

メ/ ＼/X＼Xll 主

女-X＼ズ/X液

4圧)

長478

(7nPl

1 2　51ち　4　5　ら　ち　72　73

×一･サトー- X-X-×-X-X一叶一次-X

純7ロトムー也
＼--〆ムー4＼七一ムヽ血-メ

1 2　51ち4　5　6　q　72　73
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ビス加工の場合糸の表面をビスコース液にて被覆しており.この表面のビスコースと細糸のタン

ノてク質とが染色面で相反したためと考えられるoマイシルク加工の場合はスチレン乳化重合物が

一部の染料と親和性がたいためと考えられるoいずれの場合においても染色性については染料の

選定を充分考慮しをければいけないC

KayzkzL dinet green B Snlni7WI MiZJ去Ty green 9reen G

＼･0㌦＼oノ'o＼0--o a; 8mO

氾E

60

4n
主

･＼ X/*-X-㌔-波
長480

(Try)

△＼ムームーA一△-A-A -AA
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50

耗

g40

(i)

0- 0--010-一√o

0-0＼｡/

xh㌦＼/X一十叫一一叫一一X

A- A-AヽA//A-ムームー-A

1 2　51 52　4　5　61占271 73　　1 2　51 524　5　占1占2　71 73

8)光沢匿VTLついて

練物の光沢度はその物

質をみる角度によってい

ろいろと感覚が凍ってみ

えるo織物の表面に入射

した光が反射する場合.

入射角に対して正反射す

る場合とちらぼって反射

する拡散反射の2つの場

合があb一般に正反射光

を測定している｡紬練物

の場合.入射角匿が大き

くなるにつれて光沢薩は

滅少している｡各加工剤

による差は入射角匿200

の場合に顕著にあらわれ

ておりビス.シーザゴム

未加=等は光沢仕良いo

反面.マイシルク加工は

余り光沢は良くをいo

※第1 1図(改頁)参照

下きいo

光

釈

㈲

2げ　　45o dd'　750

入　射　角　度

第10図　　入射角匿による光沢定の影響

9)付着率について

約1 0虜前後の付着率に在っておりマイシルク加工のみ一番高いoマイシルク加=の場合は,

糸1 5 gを便萌しており他の加=が1 0 8の糸でこれと同じ太さに加工する為増量率50藤と高

いo TVA.コンこ.,ク.シーザゴム加工の凍匿別の差はわずかに認められるo

~一三品訂-そこ_ �(糊付素養(i) 

マイシルク �.rSnO 

PTA 筈�){��1 18.4 

2% 姪偵R�

カゼイン �?.5 

コソニ†ク �3�R�偵R�ト■-.･.･...一･.･.-■-- i2%i11.1 

;2% 冤 9.4 シーザゴ二二⊂互工=コ正二= r1〔10 

ビスコースi9.2 

第2表　　各　試　料　の　糊　付　着　率
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釈

皮-j't

(#)

di

0

75

25

22

1占

15

9

8

5

4

5

､ノ､八､/㌔
0-0-0-0-0-0-0-0-･0-0

0-0-0-- 0-0-0- 0一〇一0-0

0-0＼＼○/o＼o/0-0-0 -0-0
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第11図　各試料の光沢度

4.号　　　と　　　め

現在まで紬糸を無加工のまま或いはこれを壁撚.ビスコース加工等を施して紬布を製簸されて

きたが今回当所でビスコース加工糸と同様の硬さを持たせる各種の加工を経糸に施し試放したの

であるが各種の加=VCも末々の特徴を有することが判ったのでこれらの結果を参考として戴き.

防シワ性を必要とする生地を製作しようとするをらば末加工糸やマイシルク.ジーザゴムによる

加工を施した練糸を使梢するようにし.硬さを持たせるためにはpVA.カゼイン.ビスコース

コンニャク加工等を行なえば良いo TVA,カゼイン.シーザゴム.コンニャク加工等は染色性

も良好でいろいろな色相に染色されるC但しマイシルク.ビス加工の場合,染色されにくい染料

もあるので充分を染料の選定が必賓となる0　-また使熊面での問題としてマイシルク加=は条件や

加工設備等の関係で相当高くつき.カゼイン加工の場合.固着剤にホルマリン使鞘のため.臭気

がひどく問題となる.
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I -4縮緬自動敵機稼働調査結果について

主査　堀　井　利　男

技師　′J､　林　昌　幸

1.調　査　日　的

長浜産地は産地組合加入者1 1 2企業.縮緬専業5 5企業.紬専業5 5企業.兼業2 0企業.

そしてその他2企業となっている｡織橡台数は. 44年1 1月末日現在で2.228台.そのうち

′J､偏力織機1.8 8 2台有しているo

昨年1-12月の生産数量W.縮緬10占万5.714反(前年比1 15)紬58万7145反

(前年比1 16)とそり版調を伸びを示した｡

最近.労働力不足.高変化対策として産地の大手を中心に自動織機導入の横道が高まり.昨年

1 1月の調査時点では. ′｣､巾85台(シ†,トルチェンジ70台.コ.,ブチェンジ1 5台)設置

され自動化率は4.4魂と香っている｡

これからも.生竜性の向上.生産量の維持.増大をtJriかるため自動級機導入壮増加の傾向をた

どると思われるので現在稼動中の白的樺の調査を三工場の勧協力のもとに行ない高度化投資の

参考データを提供することを目的としたo

2.調　査　内　容

調査協力企業三工場.垣動級機.普通多梓托横それぞれ5 0台を調査対象として連続観測法に

ょb. -工場2日間午前2時間･午後2時間観測集計した.その内容は仕掛品種.停台原田.屑

糸量.稼働審等である0

5.調　査　結　果

5-1自動･普通多梓粍韓停台等集計表(上段.･ji.下段:回)
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⊂観測条件コ

放　　磯　自動(行啓18台.管替12台)普通(両5:29台.両2:1台)

仕掛品種　変　わ　j)

回　転　数　170-180

枚　布　工　5　　　人

一越5台.変わり17台

160-162

7　　　人

4.管替式の可能持台数(拝啓式6台VL相当)

拝替式の場合の1台当たりの余裕時間は15250秒+6-2540秒⊂42･55分コ

管菅式の場合の1台当たりの余裕時間は190 1 0秒+6=5168･5秒亡52･8 1分)

となり.明らかに管零式の方が岡持台数で余裕があることにたbこれを拝啓並の余裕にするため

には何台の持台が可絶であるかを算出するC拝啓式と菅替式の全体の余裕時間の差は1 9 0 1 0

秒-1 5250=-5780秒rd5.00分コとをり菅啓式が多いので行啓並の余裕時間にするべ

く算出すれば(菅替1台当たりの作業時間+符巷の余裕時間) xx-28,800秒　X-28,800

秒十4 1 7 1.5秒-6.9E畠

したがって.行啓式よ9管替式は約1 5藤増の持台数が可綻となるo

5.可能持台数
′

持台数はその従事する作業者の無頼並びに仕掛品種に左右されるものであり･またその識機の

調整具合等によっても異なる0本調査時点が自動放機の経験も掛､稼働状況の中であったため･

起こb得ずして生じた停台もあったものと思われるが.このような条件の中で.何台の持台数が

可能であるかを計算してみた｡条件として前述した普通紙機と同様の忙しさに相当する自動敵機

の持台数を求める｡

ィ.梓啓式の持台数

作　業　時　間　T　紳　　　　　1台当たりの処理時間tl締

普通級碍1台当たりの余裕時間t2脚　持　台　数　　X　恕

X-77-7-泣声こ峯- 7･ 1 6台で

ロ.管替式の持台数

拝啓式の1 5虜増の持台数であるため

7.16Xl.15-8.25(鐘と怒るo

6.持台数と稼働率(推定)

しかし持台数と稼働率は反比例するものとして算出したo又普通抜放6台持ちが限定とし,その

時の稼働率を8 9.4客とするB

F普通親機i拝啓式 豫xﾘ����

6-!8?.云頂｢一一一~すす盲-- �8+Xﾍﾈ蓼ｫE��
7台△77.0~-T~"う7.6 �#��菘sc｢�

自宅｢｢一五77甘+左官-7.Vg~ �#�R�)xｲ�
___ヱ二畠;△59.5△70 嶋ﾍﾘ/����#sょ��

∃指～会5,4..oOv妻悪妻.-05%- △71_D 

7.結　　　　　び

本調査によって自動化,.r)メリットは何処かといえば拝啓式日劫の場合は｢人当たりの生産増は

5 D釈あり･管替式-いては約占口腔あり･従-て約‡の省力化が可能となるo調査時間

2時間づつ各8回の測定であったが.その間の稼働状況は拝啓式は比疎的安定した稼働率を示し

ているにもかかわらず.菅替式は覇に不安定で/5:io

Lかしその後メーカー並びに織布工場において程々改良が試みられているようであり.これが

成功すれば棒切れ.きず戻き,ミスストップの嘗関が少をく在り自動化の目的を充分vc発揮でき

ると考えられるo綿織物は省力化も大いに必要であるが.それ以上に品質は.大きなポイントで

あり.きずの発生については充分注意したくてはならず見廻少の関係から持台数には限匿があるD

筒.本調査で比賛できなかった品質について比今後に委ねることにするo

管　替　式　　自　　動　織　機　(北機)
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拝　啓　式　自　動　織　機(北機式)

拷
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卜5　撚糸用水がちbめんにおよぼす

影響
■

技師　前　川　春　次

t　緒　　　　　盲

ちりめん練糸の準備として合糸後棒煮及び湿式撚糸による強撚加工がほどこされるが.この

場合に剛､られる水質.すをわち水中の鉄分.カルシウム分.マグネシウム分等の金属類が構

成鮭に付着し又精練工憲中において洛中の石ケン.繊維付着石ケン分との反応で金属石ケンを

生成したりしてちりめんに残留しちDめんの風合.手触りを租硬にし又.@属石ケンの残留によ

b療水性をかび水との親和性にとぽしくをb染料の浸透性を低下し.色彩等の染色性にどのよ

を影響があるか.成分.硬変の異なる用水を調製し検討した(,

2.実　験　方　法

1.天然水中に含有する成分は種々あろが主に多く含有しまた繊維等にあたえる影響からみて

鉄.カルシウム.マグネシウム等の金属類があげられるが水中におけるこれらの金属の状態

壮複雑であ9,人=的に鞘水を調製し実験に便鞘することは困難であるb又種々a)成分.硬

変の天然.水を求めることも困嬢であるため.市販されている一級試薬の中からそれぞれ溶

解さした溶液のPH (水素イオン濃匿)を測定し中性に近いP苫値の溶骸試薬を剛､.それ

ぞれの襖麦の用水を調製した｡鉄イオンにおいでは硫環第-鉄アンモ/を,カ}L･シウムイオ

ンは塩化カルシウムを鞘い.比軟のために天然水の内一時硬変の高く鉄イオン襖匿の高い地

下水を鞘い実験開水とした｡

鞘　水　濃　匿

鉄イ　オン　　　0.01　0,05　0.1　n5　1.0　5.0 ppzn

カルシウム　　　　　5　　　6　　9　12(ドイツ硬変)

天　然　水　　　鉄イオン　　10ppm

一時硬匿　10⊥5 (ドイツ硬監)

緯　　　煮　　　90℃以上にて1 5分間

撚　　糸　　八丁撚糸横にて2800T/).4(21中1 0本合糸)

製　　織　　　　　　　越

精　　　練　　　通常の方法と同一条件による精練加工

2.上記の方法に工如経煮撚糸.製放.精練仕上したち_hめんについて次の測定を行ない比戟

検討した｡

2-1　精練上りのちbめんの白変

相繰上bの各布について測色計を桶いL, a. b色差を測定してa. b色監図上に表示
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I::L:1,-磁 二崇 .-■ /_:三や潤一 して青味.赤味の程匿をもって評価したo笠濁 ��2��*ｲ�����ｲﾒ��8袵�ﾘ�4ﾂ��鐙袵�ｴ剃U2�韶X�2�ﾈ�*ﾒ闔｢�蒔H��ｬ闔｢�｣ﾒﾗI��ｶﾂ�����ｦ�"��6督ﾒ�y���耳耳8Bﾅ��ﾘ蕀?�椶�雜����ﾔcﾃ籔���."�h��ﾗ"�ﾕ�ﾒﾒ�ﾘ����*ﾈ�ｲ�ｲ��Oﾂ�ｹ8陲��ﾘ繒�6ｨﾈ��ﾘ��.(+ﾒ���ﾖ��Bﾓ､尼�Y?�蓼ｦ��ｨ��爾�ﾔﾅFﾈ���ﾒﾓ｣��ﾒ�ﾔh爾���-Fﾂ�X��ｾ｢�一瞥∴うー2ち紬んの物性変化 _転-.=∴ち9めんの手酌による表示吐検査員.試料の点から閑難であったので次の物理量を測 一瞥∴iLI:---定したo酎ガ-レ式硬軟射,風合量.圧縮回復率その結果は図(2)二(3).(4粧表示したo _._-無言再掲水の影響をみると硬軟匿の場合は各イオンの影啓はほとんどか､が.越生変化をみると 亨一一` 蔓憩-:-L:.高波匿ほどわずかづつ高く.すたわち硬く在っているoしかし風合メーターによる風合畳 表耳 琵喪黍∴をみると.天然水を剛､た試料妓低い風合景であるが.人工的に作成した他の二種の鞘水 >_L{j-: /旨率いの場合Lti.全体に高い値を示しているo又.圧縮盤は三者の鞘水間に差がそいが.i回復峯 艶.A-,_I_-. 数率一二をみると.人工調製倒水がいくぷんわるい値を示しているoこれらの物理量をみると.入 監≡1≧∴立工的に調製した鰍は全体傾く粗硬性がでているe紙の耕虻者とも鴨澱匿ほど 一転率ち畑んの物理凱高く在っているoこれ鯛水中の濃変が高いほど描線維-の金属イオ 

薫≡2-2ち-ん風合_;::=:濁 

鍔i■ち畑んの風如各試料の腰.EE縮弾性.風合量等を測定して雌したo 賢萱-㌻2-5染色性誓詞 

染色差のあらわれやすい色相を刷毛染し蒸し水洗後の色を白匿と同じように測定し∴毒三…竃 謂鴫監図で表現したoまた染料の浸透性をみるため毛細醇にエ順料の_娼した犠一三.議=_ 

仁書.;或いはMCCの染料舶清下しその液点の拡散面横の大小をも-比凱た01~~;--'蔓示 

2-4経時変化による影響_…､.-A,一一 
〉-_ラ苛 緋揖軌は経時変化と共に黄変現象を帯こすが,磯経に付着している物質によって奉の車二≡一望_- 

? ≠ 兔�ｸ�ｸ*ｨ,x.ｨ-�,y�9��+8.ｨ.�*�/�-ﾘ.�+ﾘ-�,�4｢ﾒﾆ防984��ｸ4�/�ﾏXﾋ�,h+x.倩x､��ﾈ,迭ﾘ癖栞蕀�｢�

-{_/戎 10時軌15時軌20時間頗射し.その試料の黄変の進行匿を測定し.付着物(用粛ニ;--≡頚 =東 の影帝をみたD=ニ~篭 ㌔-､ザ 5.実験結果､二一- 5-1ちりめん精練上bの白壁(色) 剞ｹ賢;逐一ツの吸着が大きいことがうTTづげろo _㌔:へこ. 際一二号L--X今 

臥.精練上_t'のち紬んを測色計にて′､ンクー白匿を測定したが.それぞれの鞘水を用いた.‥ご;-…三 !ー 剏�ｳ.巨1DXxx25/. ∫ ∫ 
琵1こ書試料問に大きい差がをく.鞘水の影響がみられなかつたが.L.a.I)色匿から判定し､ 决2,7-:-;I 賢二xII 

iてみたところの結果を色匿図に表示したところ図(1)のようであるE'カルシウムイオンを含. F有する開放を恥､た場合には他の鞘水とくらベわずかに黄床がかつた色をもち.天然水の 場合には試葵を剛､た用水に比べ黄味.赤味が少ない.これらの原因をみるに.各々のイ 剏ｫさ=.了仁一------.芸T/ 

オンの水中での状態が天然地下水と異を9剛､た試薬イオンの影響を受けやすいか又吐. pHによる影響とが考えられるoすをわち今回実験に剛､た水中の金属イオン類がほとん どイオン化され活性化した状態であるから天然水の場合とくらベ反応性にとんでいる○こ一 九らの点について今後充分検討しなければ浸らない0 4カルシウム4鉄4天然水 XX Xx 5XX≡xxXxx5xXxx !｣『-璽■■-∩ 67677 -図(1) 剌�.2:xxxxxi2.字,;rt/ ′ 9:/ X/ ll xXxx-天然水 X 10xO-カルシウム △-秩 ,..E. ー濃度→濃度 図(2)図(5) 
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→　濃度

図　(4)

※

(2)染色後の色相

紫.青色系の2種の染料によって色

5i

5-5　染　色　性

(1)浸　透　性

染料の浸透性をみると図(5)に表示したよ

うに鉄イオ/の場合にその浪定の影響をみ

てもほとんど大差がをく.天然水の場合に

高波匿ほどわずかに浸透性が低下してきて

いるo　これに比べカルシウムイオンの場合

は高渡匿に在るほど低下がみられるo　これ

はカルシウムの絹繊維への付着.吸着把よ

り石ケン分との反応による金属石ケンの生

成に伴ない摩水現象によると思われ染料水

との親和性が低下し浸透性をも低下してい

くD又天然水の場合.開いた桶水が一時硬

匿であ.h煮沸中にのぞかれたものと思われ.

鉄分においてはその存在が浸透性にはほと

んど関係をいと考えて,こいと思われる｡ ※

相の影啓をみた結果香色匿図からみる

と鼠カルシウムの及ぼす影啓は紫色†

系において壮ほとんどその影啓がをい

がここに用いた青色系の染料をみると

鉄分用水を開いた場合に大きい影響が

現われている｡又この青色系の染料を

他の二鞘水カルシウム.天然水の場合

にはほとんど同じ位置の各色相があb

その影響はたかった｡これは鉄イオン

の存在のため色相変化をあらわしたも

ので今後的いる染料に卦いてはその存

在による影響を充分検討する必要があるo

→　濃度

図　(5)

5-4　経時変化と黄変現象

綿繊維姓牒時変化.叉紫外線の影響により黄変現象を生ずるoこれ吐その構造中にもつ

一種のアミノ酸の化学変化に起因することが大きいが.それ以外に精練によろ脂肪酸の油

やけとが影響している｡その他の影響による黄変現象をみるため今迄に剛'てきた各試料

について検討を力はるために紫外線を照射し.白匿変化の意匠を調べた結果.図6のよう

になった｡

三種の試料及び濃度について検討すると.カルシウム吊水の場合.濃匿増加と共に白匠

の低下が大きくみられる.鉄分鞘水の場合は前者ほどみられ覆いD天然水の場合にも成分

濃変の増加とともにわずかであるが低下がみられるC以上の結風　力}L,シウムの存在妓黄

変促進がみられる｡

濃　　　　　度

カルシウム

図　(6)-1

濃　　　　　度

鉄　　　分

図　(占)12
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濃　　　　　度

天　然　水

園　(d)-5

4.ま　　と　　め

以上撚糸鞘水の水質とち少めんに与える影

響について実験した結果.緒言にものべたよ

うに天然水中に含有されている金属類は安定

な杉の状態にて存在している場合が多く.莱

験に供した綾匿吊水.鉄含有吊水においでは

試薬により調製しているため.溶解された試

薬塩貿削iイオン化きれ.反応性把とんでいる

ため繊維等に付着した鉄分等は安定な形をと

ろうとするため他の共存するイオンと反応し.

その影響がでやすい｡叉p H億がかならず中

性で夜く,剛､る試験茶托より野性'アルカ

7)性側にかたより,この倍による影壁が大き

い｡これらの点は色相の問題.黄変現象の促

進の点においでも*きく左右しているものと

思わ九.これらの実験に脚､る水質の調製に

はさらに試薬の検討が必要であるe又実験結

果からみてこれらの工程に鞘いる永質は風合

の点から考えでもやはb軟水又含鉄の少たい

ものを開いること71:必要であるo

卜6　繊維デザインに関する研究

技師　嶋　貫　佑　一

県下特電級物として生産される湖東地区維豊川町中心の麻織物である夏掛夜具地.座布団地.

担布カバー類.また湖北地区長浜市周辺.米原町醒ヶ井の絹級物である,鴇奈ピロー･ド故コート

地について.本年も.継続事業として市場動向調香に基づく創意性ある意匠デザイ/の研究開発

と季別的な流行予想色の調査研究を合わせ行なったものであるB

1.夏掛夜具地.座布団地.座布カバーの意匠デザイン

(1)方法　業界に協力して定期的を現地消費市場の意向調査巻本生も8月時期中心に次年匿

向きの傾向を打診するためベーパーデザイン試作品(記命写真)を携行して地元東泉名

･古屋.京都.大阪の各市場商社を訪問して行そった｡その結果調査報告会を開催したが.デ

ザイン面についての大要をのべると｢素材の研究と食･わせて柄行の傾向として.和式調を本

命とし.若い生代層向きには洋式調ものを研究す右ここと.その柄行内容性葦花柄が圧倒的に

多く.次いで民芸柄.クラシ,ク柄.その他となっている｡色彩面では多色使いは避けてで

きるだけセーブした色彩の使い方で涼感味のある配色とすること｡全体的にブルー系が主体

に在っていろ等｣であった｡以上の点に留意してベーパーデザインの試作研究を行をい.時

期的に1 0月束にその展示発表会を開催した｡

(｡)成果　　発表した同案は掛夜具地向1 8点.座布団･座布カバ一向5 5点は.次期製品づ

くり意匠デザイy研究開発を科として業界-配布提供したoまた図案を基に製品化されたも

のは.各地市場において好評であった0

2.稔奈ビロード紋コート地の意匠デザイン

(1)方法　時期的に1 1月から1 2月にかけて.主として関西消費轟轟の意向調査をrT在っ

たが.その大要をのべると｢ビロードコート地の仕向地は大半が北海道向きで参b (内地向

きは少数)趣向色が反映してかコート地の地色として基調色があb,全般に濃色でエソジ系.

ムラサキ系. vyド系.ブラック系が多く.この範囲での色味の研究をすること0枚柄の傾

向として盲典調のもので.その構成の仕方を工夫して出すこと.以前として堅い向きである｡

特にコート地として他の着尺類と同様に色彩で着るというおしゃれの考え方が強いというこ

とであったQjこの結果からペーJl.-デザインの研究試作を行創､,調査報告会と併行して2

月中旬展示発表会を開催した｡

(p)成果　　発表した図案2 8点は業界-配布提供し.次執句製品のための参考資料としたo

また.図案を応鞘して市場に出されたものについては好評であったo

5.流行予想色の調査研究

主として日本流行色協会の資料を参考として'7 0年春夏向流行予想色素. ¶秋冬向流行予

想色表.を時期的に2回にわたって調査作成し. 1 0月. 2月の夫々のペーパーデザイン展示
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発表会時にその内答の解説を行香い.色彩研究の一助として業界-配布したoその概要は｢70

年春夏向流行色の傾向は. 60*代から70年代-移る把あたって何か変わった新しさが生まれる

だろう.それが何であるか予測出来ない｡常識や論理的に吐割b切れない混迷状態の中から視

点を変えて新しい視野を関こうということ(New Sight SeVentieB ).から特徴とし

て配色の重要性を強調することで.イ)明るく扱い色調.ロ)暗い色調. -)掛､色調把分け

られ新しい配色の方向としてイ)とロ)の組み合わせが強調されているJ ｢70年秋冬向流行

色の傾向結.全体としてクールを感じとク7)ヤーを感じである.調子としてはライトノてステル

トーンとダークトーンの2つが中心に在っている｡色の系統は白. BjR.黒.ページl等の森彩

色傾向が軸と在って有彩色が周囲に配されるという新しい方向であるJ

座　布　団　地

置j

占1
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∬　試作試験に関する事項

1)絹麻混紡着尺地 担当　勝　木　技　師

滋賀県の特産nLl.としで近江上布は古くから生産されているが.蘇1 0 C感であるため柔軟

性が少なく葦に最近U)若い女性には敬遠されているため.さきに諾･麻交織にて試級したが

今回は構.蘇.混紡糸を使均して試練を行なった｡

汁)内　　　容

経　　　糸　　絹･麻混紡糸　占O B/1先晒.ビスコース加工糸

経　　糸　碍･麻混紡糸　608/1先染(耕)ビスコ-ス加工糸

密　　　匿　　麓12羽/cnl　1羽2本入

真意　　　糸　　2 5本/C仇

通　し　巾　　地45仰　耳1cm

(ロ)成果　従来の上布は麻の7]uエ糸であるため仲夏が少女く製級時において一寸した節でも

切断するが縮麻の混紡であるため博覧が多く製観熊率は向上し.麻の最大の欠点であるか

みしも的を存在7TJ:をく在り.柔軟性に富んだ製品を得ることが出来た｡

ノや　2)紋意匠縮緬　　　　　　　　　連当　勝　木　技　師

新規購入された岩正緯鞘両側4丁梓自由交換自動敵機において高級紋意匠縮緬の試織を行

なったo

(Jf)内　　　容

縫　　　糸　　生糸　21中/5　釣糸

経　　　糸　　生糸　21中/5　駒糸

生糸　21中/6本　　80D T/JB uQ

密　　　藍　　歳　　9 ⊂)羽/5.78cm l羽地4本入

耳6本入

縫糸　47本/cm

通し巾　　　地57.2cZn　耳1珊

組　　　織　　経二重組織

(｡)成果　経二重組織であり.綻糸も比較的細い糸使いをし,密度を多くして製級したため

ポ))ユームもあり隈のある製品を得ることが出来た｡
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4)研究会･講習会および展示実演会の開催

1) =業技術連絡会議第2回縞級技術研究会

公立試験研究機関にかける縞軌技術の情報交換.新技術の研究発表.試験機器の紹介.請

演会の開催たどを目的として発足し第2回の研究会が開催されたo

(1)日　　　時　　5月1日

(2)場　　　所　本所会議室

(3)参　集　者　　2　0　名

(4)発表内容

(イ)工業資材織物の品質管理--･･･.･-A.A-･････.･････(滋賀技師　中川哲)

(｡) 7ルコ織機の性能･機構.特徴･･･-･-･.････- (大阪繊工指)

レう　フィラメント自動織磯の性能比較-･･････--(石川工指)

(⇒　部分重任糊付機 (兵庫繊工指)

(如　自動織噂の問題点-･････-･.･･･-･･･････-･･--･･ (福井施工指)

2)第1 0回繊維機器展示実夜会

繊維業界の構造改善は各県において進められているが.本県において娃その特殊性のため

実施されていか､oしかし求人難から設備の近代化意欲も強くこの促進を計るため.出品会

社215社の協力を得て.より合理化きれ高性能と凍った新鎖機器の展示実演会を開催したo

(1)日　　　時　　5月22-25日

(2)場　　　所　　本　所

(3)見　学　者　　約　500名

(4)出品内容

(イ)製織準備関係

(｡)縮散開償

い　洗染仕上関係

(⇒　縫製関係

(封　鎖維油剤秦晶関係

El　計測試験機器関係

(I.)そ　の　他

社　社　社　社　社　社　杜7　5　1　2　一0　2　'〇

5)縫製工場の合理化講習会

(1)日　　　時　　5月24日

(2)場　　　所　彦根市民会館　第4会議室

r3)参　集　者　　2　0　名

(4)内　　　容

(イ)縫製工場の合理化について
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縫製拒審研究所　　近藤主任技師

(ロ)縫製工場のオートメ-シ,ン化比如何に進めるか

工業技術院繊維工業試験所　　川上達也技官

4)絹麻混紡婦人服地試作発表会

昨年匿実施した麻婦人服地の試作は好評であったが.更に組織に変化を加え.一層クール

を服地を日的とし.部分的に模紗織を放成し盛夏吊としての婦人服地を試作し発表したo

(1) B　　　*　　6B25日

(2)場　　所　　滋賀銀行愛知川支店会議室

(3)参　集　者　1 5　名

(4)撞　　　当　　勝木技師

5)労務管理講習会

深刻化する労働力不足に対処するため.生牽設備･工程の合理化が進められているが.隻

馨性の向上のため.従業員の士気を如何にして高めるか.企葉音の一番の悩みを人間心理学

の面より.いくつかの例をもとにした講習会を鞘催したo

(1)日　　　時　　7月18日

(2)場　　　所　　本所会議室

(3)参　集　者　　4　0　名

(4)内　　　容

作業意欲の高め方について

大阪商業大学経営学科助教授　　中井節雄

6)絹麻混紡服地研究会

8月2 5日発表した試作品のうち特に好評をものを基礎とし.更に鋭意検討を加えた高被

婦人服地を試作し発表会を開催した｡

(1)日　　　時　　7月26日

(2)場　　　所　　滋賀銀行愛知川支店会議室

(3)参　集　者　　占　名

(4)適　当　者　　勝木技師

7)ユニフ十ル.ルームワインダー付杜磯の製級実演及び講習会

各織布工場共.省力化について苦慮し.その対策として注目しているユニフィル.ルーム

ワインダーを高島支所に設置したので.工業鞘資材の帆布1 0号の製織実演を業者に公開し.

併わせて講師を布き取b扱い等の技術講習会を開催したo

(1)日　　　時　　10月15日

(2)場　　　所　　高島支所　高島放物工業協同組合会議室

(3)参　集　者　　約　40名

(4)内　　　容　(イ)帆布10号の製織実演
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(ロ)ユニフィル･ルームワインダーの機構と取か扱い法

遠州製作株式会社敵機事業部　伊藤販売課長

8)レビヤ敵機製鉄実演会

多色無梓織機としてその多鞘性に富んでいるM A V Vビヤ織機の製織実演会を開催し

特に経糸に強撫糸の細番手糸を打ち込んだ綿クレープの製織性.品質の向上等に検討を加

ながら試赦した｡

(1)日　　　時　1 1月5日

(2)場　　　所　　本　所

(3)参　集　者　　8　0名

(4)捷　当　者　塵取技師

9)巡回図案展示会

全国級推関係公設試験場による創作デザイン発表会･並びに1 9 7 0毎の予想流行色を発

表し.当該産地の新柄試作の指針としたo

(1)日　　時　11月17日　　11月19日

(2)場　　所　湖東繊維工業協同組合

(3)参　集　老　1 0名

佃　織　物　研　究　会

1 2　名

醒ヶ井ビロード組合

ィ.高島産地

(1)日　　　時　11月18日

(2)場　　所　高島放物=業協同組合

(3)内　　　容

(1)垂業餐材としての合成繊維について

帝人株式会社工織部長　森本昌平氏

(｡)ゴム加=資材に要求される放物の性質VLついて

ブリジストン株式会社　田中隆夫氏

吊　消費科学的立場よりみた最近の肌着について

大●阪大丸　　　榎本靖生氏

ロ･能登川産地

(1)日　　　時　11月22日

(2)場　　所　湖東繊維工業協同組合

(3)内　　　容

(1)捺染布の色の冴えにっいて

日本化薬株式会社　　　三河明義氏

(ロ)織布工場の省力化対策

ユニチカ株式会社　　　竹沢治一氏

72

･､.長　浜　壌　地

(1)日　　　時　12月8日

(2)場　　所　　長浜商工会議所

(3)内　　　容

(イ)製糸条件が生糸及び絹織物の品質に及(,Tす影響について

農林省蚕糸試験場　　　　　青木　昭氏

(ロ)静電気が織物l'C及ぼす影響について

大阪教育大学　　　　　　　斉藤　洋氏

i',B　級南工場の静骨の合理化について

滋　賀　銀　行　　　　　　米山審査部長

ll)座布団夜具研究会

能登川地区のふとん業界を対象に.二重織座布団カバーの試作発表と繊維連合部会デザイ

ン分科会西部研究会試作のデザイン展示を併わせ開催した｡

(1)日　　時　12月12日

(2)場　　所　湖東信鞘金庫会議室

(3)参　集　者　　9　名

(4)担　当　者　試作　勝木技師

19ク　レ-ブ研究会

先にクレープ撚糸の品質統一を図るため.クV-プ業界の巡回技術指導を実施した.が.こ

の報告会を兼ねて.本所で試織したレビヤ放樺にエるクレープ地の製織試験結果を発表したo

(1)日　　時　12月19日

(2)場　　所　高島織物工業協同組合会議室

(3)参　集　者　1 5名

(4)担　　当　　巡回技術指導結果

滋賀短大　松下助教授他指導所職員

試作発表

本　　所　鹿取技師

1う　レビヤ敵機に上る厚執製織実演会

レti'ヤ敵機による綿クレープ製織実演は1 1月5 Elに実施したが.工業鞘資材布製織業界

においても省力化を進める上にその関心は強いので.引き続き厚級5 5 Bの試織を行別､.

ゴム加工基布としての性能及び製織性等に検討を加えをがら製織実演会を開催したo

(1)日　　時　1月22日･25日

(2)場　　所　本　所

(3)参　集　者　　5　0名

(4)担　当　者　塵取技師
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14　ビロ-ドコート地のデサイ/試作発表会

京阪地区の問屋･官僚有など市場調査した意向を基調に明快を流行色および古典紋様風の

草花調を活かした新柄図2 8点を創作し発表したo

(])日　　　時　　2月17日

(2)場　　　所　本　　所

(3)参　集　者　12　名

(4)担　当　者　嶋貫技師

19　縮緬･紬研究会

縮緬業界を対象として.加=糸使いによる紬地の試作試験発表と同時に両側4丁自由交換

自動織横の製織実演会を開催した｡

(1)日　　　時　　2月25日

(2)場　　所　本所会議室及び開放工場

(3)参　集　者　　2　5　名

(4)試作発表会　大音壊乱木村技師

14　技術講習会.新規敵機製鉄実演会

光電フィラー及び.静電除去装置の構造と故障時の修理･取り扱いについて.その製造メ

-カーより講師を招き.電気的知識の講習を受けるとともに.本生匿新設したコップレス織

模(.7ルフ7-)によるテープヤーンクロスの製織ならびに.引き続きレビヤ敵機によるビ

ニロンチエファーの製織実演を併わせて開催した｡

(1)日　　　時　　5月25日

(2)場　　所　本　所

(3)参　集　者　　5　0　名

(4)内　　　容

光電フィラーの取D扱い　林フィラー(秩)代表取締役　林　善夫氏

静電除去装置の取b扱い　春日電気(樵)大阪営業所長　垣中新推氏

17)新規雇開署講習会

浜ちbめん雇吊主協議会からの依頼を受け.当業界が本年新規に採鞘された従業員の技能

養成を行在った｡

(1)日　　　時　　5月27日

(2)場　　　所　　本　　所

(3)受　講　者　　4　0　名

(4)講　　　師　　尾本指導係長

5)巡回技術指導

○多和田地区

対象業者　　製　綿　工　場10工場

指導班　　藤　田　　　正　　滋賀県立短期大学数捜

堀　井　利　男　　当　所　主　査

鹿　取　善　寿　　当　所　技　師

指導期間　　昭和44年5月27日～9月10日

指導項目　　商取引.製品保管.技術(製綿)上の問題点の指摘

カード機の取り扱い調整法

○舵豊川地区

対象業者　座布団.夜具織物=場　8=場

指導班陳荒谷由美子

内　藤　　　静

島　本　豊　沃

鴫　貫　佑　-

細清　水　慶　昭

今井信次郎

内　藤　　　静

小　林　昌　幸

前　川　春　次

株式会社大阪西川意匠課

当所綻登川支所主任

当所指導係長

当所能登川支所技師

滋賀県立短期大学工業部助手

当　所　所　長

当所能登川支所主任

当　所　技　師

当　所　技　師

指導期間　　昭和44年6月2日～9月25日

指導項目函南伝続の生かし方

視点の転換

色彩時代の到来への対処

鹿軸水質管理

原糸の選定

直接染料の汚染と堅牢匿不足

製品設計と総合品質の再検討

捺染工程全般

○醒ヶ井地区

対象業者　　ビロード織物=場　8=場

指導噂藤田　正　滋賀県立鯛大学数捷

径ゲイ/)藤　川　延　子　藤川学園園長

今井信次郎　　当　所　所　長
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(3)研　修　期　間

研修の期間は.昭和44年7月7日よD同生9月5日までとし.毎週月.水･金曜日の5

日間(ただし8月15日を除く)で.延日数26日間行なった0 1日の研修時間は.午後5

時50分より8時50分までの5時間であるo

(4)研　修　場　所

座　　　　　学

実　　　　　習

(5)科目担当と講師

敗　物　原　料

製　織　準　備

撚　　　糸　　　法

生　産　管　理

精　練漂白　仕　上

籾剤とサイジング法

力級機構学と製級法

敵　　物　組　親

級　物分解設　計

繊維製品試験検査

挽　物　実　習

高島挽物工業協同組合会議室

本所ならびに高島支所

京都工芸繊維大学教授

J/

ケ

相　慰　三

ク　　　　　　字

省　秀　義宅　斗　清　野 吾

夫

人

稔

ク　　　　　　脇田登美司

丸芳産業(秩)技術部長　官　本　金　堆

滋賀県立短期大学教授　藤　田　　　正

ク　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

//　　　　　　　　　　　　　　　　　//

ク　　　　　　松　下　準　二

〝　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

(6)受講者および修了者

定員5 0名のところ5 7名の申し込みがあり.そのうち出席率8 5虜以上の下記の受講隼

に対し.知事の修了証書を授与した｡
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⊂記コ

(会社名)　　(氏　名)　　　　(会社名)　　(氏　名)

日本重布工親船　久保田重変　　　相藤織物(秩)　山　川　正　士

ク

ク

清水四郎工場

馬場織物工場

松尾敏男工場

7サヒ織布(株)

小　浜　清　馬　鮫　戸 田　菅　生　　　　　　',　　　　八　EE]繁　雄

□　修　治　　　　　　'/　　　　馬　場　俊　之

水　隆　司　　　　　　　ク　　　　　早　産　敏

場　尾　島 則　博正 ク　　　　　伊　藤

中村級布(秩)　伊

辰　夫　　　高島放物工鋤

土井豊織布工場　　土　井　　　豊　　　　　　ク

福原義治工場　福　原　義　治　　　高島晒(協)

駒口散布(株)　海　東　　清　　　(有)西村級布

蟹座武雄工場　蟹　座　節　碓　　　書Jl織布(樵)

蜘揚　鈴　木　克　己　　　旭合繊(昧)

葛田散布工場　葛　田　武　博　　　土井歳布(秩)

木村織物(吹)　久米源次郎

山

香　下

完　敏　修

和　治　天一

莫　猛　己　男　美　禰

克　六　　　力

原　科　　川　河　大書　三　森　書　小　八

5)職員の研修

○　新しい生董設備.試験機器等を扱う上において電気の知識がますます必要となってきたので

それに対処するため講師を禰き座学を行なった｡

期　　間　昭和44年占月～昭和45月5月(毎月1回4時間)

講　　師　　エルナ-フォアクス電子株式会社取締役　佐治賢書氏

内　　　容　　電気工学大意

○(研修者氏名)　(期　間)　　　(場　所)　　　(内　容)

技師川添　茂昭和4年4月10日甥輔観菊聯所　中小企業技術指導員養成

昭和44年10月10日　中小企業振興事業団　　課程コース

技師　鹿取善寿　昭細山年7月20-2B津田駒=業株式会社　MAVレビ竹レーム喝敵他､て

4)出版刊行物

業　　務　　報　　告

指　導所　だ　エ　b　(4回)

繊維情報　クレープ版(6回)

ちりめん版(6回)

フ　7･JシTyカラ　ー

研　究　会　資　料(随時)

150部

延1,720部

延1,200部

延t820部

100部

延510部

刀



5)施設整備状況

(1)技術開発研究貸補助金による施設整備

多色完全自動親機(両側四丁梓ノ十カード付)

モーメント測定機

ドレープテスター

(2)中小企業技術指導施設費補助金による施設整備

(本　　所)　レビヤルーム(MAY)

7ルフ7-ルーム(テープヤーン開)

ウェザーメーター

サンプル･ラッセル機

7~ニロスコ-ブ

(高島支所)　低高温装置付引張試験機

ユニフィルルームワインダー

(3)巡回技術指導吊自動車

コロナマークⅡ/.=ン
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Ⅴ　指導所に　関す　る事項

1)位　　　　置

滋賀県繊維工業指導所

能登川支所

高　島　支　所

2)沿　　　　革

明治44年　4月

大正　4年　4月

大正　8生　4月

昭和11毎　4月

昭和16生　4月

昭和18年10月

昭和19年　5月

昭和21年　5月

昭和27年　4月

昭和50生　9月

昭和52年　4月

昭和56年　5月

昭和40年　4月

昭和42年　5月

昭和45年　9月

滋賀県長浜市≡ツ矢元町27番59号〒52占電3 (離畑1492番

纏登川町佐野〒52ト12　電話(綻馴J)②0017番

新旭町新庄〒520-15　電話(新　旭) 2145番

滋賀県立長浜･経堂川工業試験場をそれぞれ設立｡

長浜･醒豊川両場を合併し･滋賀県工業試験場とれ.経書川に本

場を置き長浜を分場とする｡

滋賀県能登jFl･長浜=業試験場の2場に分割するo

能登川工業試験場高島分場を設置｡

能登川=業試験場を滋賀県染織共同加工指導所と改私

高島分場廃止｡

長浜工業試験場を滋賀県工業試験場と改札染織共同加工指導所内

に併設o

染織共同加工指導所を廃止｡

滋賀県立長浜･能登川南工業試験場をそれぞれ設払

能登川工業試験場と長浜工業試験場とを合拝し.滋賀県立校碓=菜

試験場を設置｡

滋賀県立姥登川･長浜繊維工業試験場の2壕とする｡

長浜･能登川南繊維工業試験場を廃止C滋賀県繊維工業指導所を設

置し･長浜に本所を･能登川と高島にそれぞれ支所を置くC

高島支所新築o

能登川支所に繊維開放試験室併設D

高島支所移転新築｡

能登川支所図案重増築o
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5)組　　　　織

庶　　務　　係

(係長)

指　　導　　係

(係長)

(主査)

能登川支所
(主任)

高　島　支　所

(主任)

千

‡

所　　長

人事.給与予算編成及び執行に関すること

公印建物及び施設の管理に関すること

文書物品の収受.発送編さんに関すること

その他一般庶務会計及び他の係に属しか,事務に関すること

製織.製乳染色加工.工場の巡回指導に関すること

各種放物.メl)ヤス類の編織試験及び指導に関すること

各種繊維.糸.布.メリヤス類の染色加工試験及び指導に関

すること

敵物.意匠.図案の研究調査及び指導に閲すること

頼経製品並びに副資材の分析又は鑑定に関すること

織維工業に関する各種の調査.質疑応答町詞すること

繊維=葉に関する研三djE会.講演叉は講習会の開催に関するこ

と

染観技術叉は技能の伝習に崩すろこと

備付機械器具の利札　公開に関すること

湖東.湖南方面.関係工場巡回指導に関すること

萩維工業に関する各種技術相談

放物.意匠.図案の研究調査及び指導に関すること

軽易を試験鑑定検定に関すること

開放試験室に関すること

湖西方面損係工場巡回指導に関すること

桟維=業に関する各種技術相談

軽易を試験鑑定検定に関すること

4)敷地･建物

B　本　　　　　所　　　敷　　　　　地　　　5. 654.01仰

建　　　　　物　　1, 091の一

事　務　室

物理試験室

恒混恒湿重

化学試験室

田　絶豊川支所　建　　物　12占.28筋,

物　理　室　20.25m'

化　学　室　28.55nzJ

染　色　室　22.88卿

実験葦備墓　2n25nJ

図　案　室　22.60mJJ

そ　の　他12.15仰
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7 2の'　　　染色試験室　　7 2m

72ガl'　　　開放=場　524珊t

5占か　　　　汽かん室　　20耕一

54砂■　　　　そ　の　他　441が

由　高島支所　建　　物　195.78nz･

事　務　室　21.967niJ

鵬　77.22が

御匪　20.00が

き博暦蜜蓮華匪　28.08が

そ　の　他　46.52nJ

5)主要設備機械

田　本　　　　所　<製紋関係>

力織機(綿.棉.タオル.ビロード.サンプル)

自動織機(管.梓香.多色自由交替)

レピアルーム

輪具撚糸機

伊大利式撚糸機

八丁式撚糸磯

サンプル.ラッセル機

<染色仕上関係>

堅型水管式ボイラー

真空糸蒸装置

スクリーン捺染機

ロール捺染機(手動)

漂　白　機

電気植毛機

<試験品質管理関係>

張力記轟裳置

ルーム了ナライザ一

万綻抗張力試験機

布破断強力試験樟

収縮匿試験機

糸弓針中産試験機

フェードテスター

測色色差計

染色物摩擦堅牢変試験悌

照匿計.直示天秤

フロックメーク一

題　能登川支所　　　染色摩擦堅牢匿試験機

スコーチテスタ一

糸抱合力試験機

スクラブオメータ-

糸強仲匿試験横

田　高　島　支　所　　リーテスター

布強伸匿試験棟( 500叫. 5001(9)

タイヤコード試験機(50Kg)

自動紋様(綿札内1台ユニフィノレ付)

伊太利撚糸機

チーズワインダー

ローラー糊付機

部分整樫糊付機

整　経　機

自動管巻機

チーズワインダー

高温高圧染色機

高温高圧チーズ染色機

噴射式紹染僚

布　染Ji#

エンポソング機

高温熱処理機

電子頗徴鏡

糸抱合力試験機

通気匿試験機

保温性試験機

柔軟匿試験棟

ストロボスコープ

ラウノダーテスター

光電分光光度計

恒温恒湿槽

ダイオメーター

試験用高圧ク.,カー

実体顕微鏡

ストロボスコープ

乾　燥　梯

ロール捺染極(手動)

ストロボスコーフ

迅速水分計

直示天秤
1)ノダ撚糸横

転芯管巻樟

低高温装置張引試験機
(50DKg)
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6)昭和44年度歳入歳出決算

歳　　　　入
(単位円)

-毎i=i-----i- 5--･-_ - ･一･誓書-:-

'十蒜..;..I__千.:'

歳　　　　出
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7)職　　　　員

所　　　　　　　長

庶　務　係　長

指　導　係　長

高島支所主任即日員

能登川支所主任

庶　　　務　　　係

//

ク

′ク

指　導　係　主　査

指　　導　　　係

//

ク

//

//

ク

//

〟

高　島　支　所

//

チ

能　登　川　支　所

//

技　術　吏　員

事　務　吏　員

技　術　吏　員

ク

ク

主　　　事

//

指

技　　術 吏

ク　ク　ク　ク　ク　ク　ク　導

ク　事

節　点

農　兵　　　補　員

郎郎次夫静則代郎雄男治幸次真義行寿子哲清寿一茂

太源田

今　　井

久　保

庵　西　内

連　中　斉　堀　勝　小　前　大　木　福　鹿　川　中　山　藤嶋　川

豊　香　　華文一重　利嗣昌泰　忠泰善良　　嘉佑本　村　藤　西田　川藤　井木林川音村永取島　川西田貫添
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